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市税
22億2,932万2千円
（16.9％）

寄附金
16億20万円
（12.2％）

分担金及び負担金
1億3,115万4千円
（1.0％）

使用料及び手数料
1億4,571万6千円
（1.1％）

繰入金
22億1,690万6千円
（16.8％）

その他（繰越金など）
1億8,743万2千円（1.5％）

地方交付税
28億5,000万円
（21.7％）

国庫支出金
11億7,246万6千円
（8.9％）

県支出金
7億5,281万9千円
（5.7％）

市債
10億3,890万円
（7.9％）

地方消費税交付金
4億8,900万円
（3.7％）

その他（地方譲与税など）
3億4,308万5千円
（2.6％）

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

歳　入
131億
5,700万円

歳　出
131億
5,700万円

総務費
43億4,396万円
（33.0%）

民生費
29億8,387万8千円
（22.7%）

衛生費
15億7,835万1千円
（12.0%）

農林水産業費
6億7,008万2千円
（5.1%）

商工費
4億4,531万円
（3.4%）

土木費
7億4,481万4千円
（5.7%）

消防費
1億7,349万円
（1.3%） 教育費

10億3,920万3千円
（7.9%）

災害復旧費
390万円
（0.0%）

公債費
10億2,986万4千円

（7.8%）

予備費
700万円（0.1%） 議会費

1億3,714万8千円
（1.0%）

「“
豊
か
な
自
然
”に
抱
か
れ
て“
心
豊
か
”に

「“
豊
か
な
自
然
”に
抱
か
れ
て“
心
豊
か
”に

過
ご
せ
る
ま
ち

過
ご
せ
る
ま
ち  

か
つ
う
ら
」の
実
現
に
向
け
て

か
つ
う
ら
」の
実
現
に
向
け
て

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、

１
３
１
億
５
，
７
０
０
万
円
と
な
り
、
過

去
最
大
で
あ
っ
た
令
和
７
年
度
と
比
較
し
、

７
億
５
，
４
０
０
万
円
の
減
額
、
率
で
５
．

４
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
減
額
要
因
は
、
総
務
費
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
減
額
見
込
み
に
伴
う
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
者
特
産
品
等
贈
呈
事
業
の
経

費
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
、
衛
生
費
で
、

老
朽
化
し
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
延
命

化
工
事
費
を
含
む
管
理
運
営
経
費
を
減
額

し
た
こ
と
、
災
害
復
旧
費
に
お
い
て
令
和

元
年
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
漁
港
施
設
の

災
害
復
旧
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に

　
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
令
和
７
年
５
月
５
日
の
「
勝
浦
市
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
宣
言
を

基
軸
と
し
た
、
市
内
出
生
数
の
維
持
増
進
、
こ
ど
も
や
子
育
て
世
帯
が
健
や
か

に
生
活
で
き
る
環
境
整
備
を
最
重
点
施
策
に
据
え
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
本
市

総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
の
取
り
組
み
の
総
仕
上
げ
を
行
い
つ
つ
、
市
民
生

活
に
直
結
す
る
物
価
高
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
基
盤
維
持
に
重
き
を
お

い
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

よ
る
も
の
で
す
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
や
勝
浦
診
療
所
に
係
る
経

費
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
ほ

か
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
も
各
種
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
内
部
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
に
努
め
、

国
県
補
助
金
や
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」
を
活
用
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
に
配
分
し
、
持
続
可
能
な
行
財

政
の
運
営
推
進
と
基
盤
強
化
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
概
要

５２億９，９８６万円特別会計
１３１億５，７００万円一般会計

 １８４億５，６８６万円予算総額

令
和
８
年
度
当
初
予
算

◀
市
H
P

  「
わ
か
り
や
す

い
予
算
書
」

問合せ　問合せ　財政課 財政係　☎７３−６６４８財政課 財政係　☎７３−６６４８
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市
税
は
、
22
億
２
，９
３
２
万
円
で
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
納
税
義
務
者
の
減
少

が
続
い
て
い
る
中
、
令
和
７
年
度
決
算
見
込

み
を
踏
ま
え
た
市
民
税
の
減
少
、
ま
た
、
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
廃
止
を
踏
ま

え
、
市
税
全
体
で
前
年
度
か
ら
４
，９
６
０
万

円
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

自
主
財
源
は
５
億
５
，８
５
９
万
円
減
額
の

66
億
６
，６
３
８
万
円
で
、
こ
の
主
な
要
因
は
、

御
宿
町
か
ら
の
給
食
業
務
受
託
負
担
金
に
よ

る
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
財
産
収
入
、
諸

収
入
が
増
加
す
る
も
の
の
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
が
令
和
７
年
度
決
算
見
込
み
を
踏
ま

え
、
４
億
円
の
減
額
を
見
込
ん
だ
ほ
か
、
各

種
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
１
億
５
，０
５
４
万

円
減
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一方
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど

の
依
存
財
源
は
１
億
９
，５
４
１
万
円
減
額
の

64
億
９
，０
６
２
万
円
で
、
地
方
消
費
税
交

付
金
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
な
ど
が

増
額
す
る
も
の
の
、
環
境
性
能
割
の
廃
止
に

伴
う
環
境
性
能
割
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
、

市
債
が
減
額
す
る
と
見
込
み
ま
し
た
。
市
債

に
つ
い
て
は
水
産
基
盤
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
債
、
勝
浦
中
学
校
長
寿
命
化

事
業
債
、
橋
り
ょ
う
改
良
等
事
業
債
な
ど
が

増
加
す
る
も
の
の
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
債
、
公
共
施
設
等
除
却
事
業
債
な

ど
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
市
債
を
充
て
て
い

た
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
市
債
全
体
で
、

２
億
３
，６
８
０
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
予
算
の
内
訳
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
者
特
産
品
等
贈
呈
事
業
を
含
む
総

務
費
（
構
成
比
33
．０
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
児
童
手
当
や
保
育
所
・
こ
ど
も

園
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実
や
、
障
害

者
福
祉
の
増
進
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な

ど
を
図
る
福
祉
事
業
の
経
費
を
主
と
す
る

民
生
費
（
構
成
比
22
．７
％
）
が
多
く
、

住
民
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
健
康
増
進

事
業
・
母
子
保
健
事
業
や
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
衛
生
処
理
場
の
管
理
運
営

経
費
な
ど
の
公
衆
衛
生
事
業
の
経
費
を
主

と
す
る
衛
生
費
（
構
成
比
12
．０
％
）、
小

中
学
校
な
ど
の
管
理
運
営
を
は
じ
め
、
芸

術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
の
管
理

運
営
経
費
に
加
え
、
児
童
が
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
を
行
う
情
報
活
用

能
力
育
成
事
業
な
ど
、
教
育
振
興
に
係
る

経
費
を
主
と
す
る
教
育
費
（
構
成
比
７
．

９
％
）、
市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
の
元
利

償
還
に
係
る
経
費
の
公
債
費
（
構
成
比
７
．

８
％
）
の
順
と
なって
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
寄
附
い
た
だ

い
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
の
う
ち
、

令
和
８
年
度
は
、
４
億
３
，９
２
７
万
円
を

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
、
遠
距
離
通
学
生
徒

対
策
事
業
、
高
校
生
等
通
学
定
期
券
購
入

費
補
助
事
業
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
改
修
事
業
、
水
産
関
連
施
設
整
備
事

業
な
ど
の
経
費
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

会計区分
当初予算額

増減率 説　　明
令和８年度 令和７年度

一般会計 １３１億５，７００万円 １３９億１，１００万円 △５．４％ 市の基本的な仕事をするための会計です。

特別会計 ５２億９，９８６万円 ５２億７５７万円 １．８％ 特定事業を行う場合に一般会計と区分して経理
をする必要があるときに設ける会計です。

特

別

会

計

の

内

訳

国民健康保険
（事業勘定） ２３億円 ２２億６，８００万円 １．４％ 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際し

て、必要な保険給付を行うための会計です。

国民健康保険
（直営診療施設勘定） ６，３７４万円 ６，３７０万円 ０．１％ 勝浦診療所において、被保険者などに診療を行

うための会計です。

後期高齢者医療 ４億２，６９５万円 ３億６，０４０万円 １８．５％
主に７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療
制度の保険料を徴収する事務などを行うための
会計です。

介護保険 ２５億９１７万円 ２５億１，５４７万円 △０．３％ 被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険
給付を行うための会計です。

合　　　　計 １８４億５，６８６万円 １９１億１，８５７万円 △３．５％

会計別予算の内訳

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。
※水道事業は事業の統合広域化に伴い、令和６年度をもって廃止となりました。

一
般
会
計
の
歳
入

一
般
会
計
の
歳
出
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１．未来に希望をつなげるまち１．未来に希望をつなげるまち

４．人々が活気にあふれるまち４．人々が活気にあふれるまち

２．ともに支え合い、健やかに過ごせるまち２．ともに支え合い、健やかに過ごせるまち

３．安心・安全を実感できるまち３．安心・安全を実感できるまち

1,330万円

4,976万円

一般会計でみる  令和８年度 主要事業主要事業

０歳から高校３年生までの児童の医療費助成を継続し、
子育て世帯の経済的支援を図ります。

市営漁港（松部橋）の機能保全工事により、水産基盤
施設の長寿命化を図ります。

子ども医療費助成事業

水産物供給基盤機能
保全事業

4,162万円

3億円

短期人間ドック受診料の一部を助成し、疾病などの
早期発見や健康増進を図ります。

高齢者短期人間ドック
費用助成事業 450万円

防災アプリや携帯電話のメール機能などを活用した
防災情報の周知を図ります。

防災情報配信事業 689万円

小学校児童が使用するタブレット端末の更新により情
報活用能力の育成に努めます。

住宅環境の確保や就業と併せた移住に対して、奨励金
などを交付することで、本市への移住・定住を促し、活力
ある地域づくりを推進します。

情報活用能力育成事業

若者等定住促進事業

2,613万円

1,910万円

調理の困難な65歳以上の一人暮らしの方や高齢者
世帯の方に対して、お弁当を配達し、安否確認と健康
増進を図ります。

高齢者配食サービス事業 579万円

地域の実情に合わせた地域防災計画などの見直しを
実施します。

地域防災対策事業 1,213万円

保育料の無償化、第2子以降の出産祝い金の支給、在宅子育て
に対する助成金の支給などにより子育て環境の充実を図ります。

農業生産基盤の整備などを目的に、ほ場整備事業を推
進し、農地の集積と有効活用を図ります。

子育て支援事業
（子育て世帯への経済的負担軽減）

土地改良事業

特定健康診査と同項目の検査などを実施し、生活習慣病の
予防対策や肝炎治療につなげ、健康寿命の延伸を図ります。

健康増進事業 481万円

災害発生時などに一時的な被災者の食生活の保護
および避難生活を援助するため、非常用食料などの物資
の備蓄を推進します。

災害用物資等備蓄事業 506万円

不妊治療助成、妊産婦健診の無償化などの実施に
より、安心して出産できる環境整備を図ります。

安心で快適に過ごせる海水浴場を開設し、夏期観光の
誘客促進を図ります。

母子保健事業

海水浴場開設事業

1,932万円

3,777万円

高齢の方に対しタクシー料金の一部を助成し、外出を
促進することで、福祉の増進を図ります。

高齢者タクシー利用料
助成事業 937万円

地域の防災力を強化するため、防火水槽を新設し
ます。

消防施設整備事業 1,709万円

問合せ問合せ
財政課 財政係財政課 財政係
☎７３−６６４８☎７３−６６４８
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５．快適な環境で過ごせるまち５．快適な環境で過ごせるまち

７．みんなで創るみんなのまち７．みんなで創るみんなのまち

物価高騰対策重点支援事業物価高騰対策重点支援事業

６．心豊かで元気になれるまち６．心豊かで元気になれるまち

1,926万円

250万円

118万円

402万円

818万円

214万円

デマンドタクシー（予約制乗り合いタクシー）の運行に
より、公共交通の維持改善を図ります。

まちづくり活動を支援し、市民の自主的な参加を促進し
ます。

市内介護サービス事業所の運営に係る経費について
支援を行います。

指定管理者制度により、市民サービスの向上や施設の
維持管理を適切に行います。

デマンドタクシー
運行事業

まちづくり活動
推進事業

介護サービス事業所
物価高騰対策支援事業

芸術文化交流センター
管理運営経費

2,994万円

300万円

1億1,301万円

し尿処理の広域化・共同処理を行い、サービスの維持
を図ります。

市役所庁舎について、施設の改修などを実施し、適正
な管理を行います。

水道料金基本料金の軽減を実施し、生活支援を図り
ます。

し尿処理広域化事業

庁舎維持管理経費
（市役所庁舎の長寿命化対策）

6,630万円

1,690万円

5,132万円

いすみ鉄道の運行による市民の利便性の確保のため、
復旧を含めた運行の維持や事業の活性化を推進します。

安全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への
支援や活力ある地域づくりなどを支援します。

障害福祉サービス事業者の運営に係る経費について
支援を行います。

各種市民講座・教室などを開催し､市民相互の交流と学習
機会の場を提供することで、生涯学習の充実を図ります。

いすみ鉄道対策事業

コミュニティ助成事業

障害福祉サービス事業
所物価高騰対策支援事業

市民講座・市民教室
開催事業

老朽化したクリーンセンターの主要設備・機器の更新を
行い、処理機能の回復により、施設の延命化を図ります。

各種証明書について、マイナンバーカード・住民基本台
帳カードを利用したコンビニ交付を実施します。

家庭への消費支援として、エネルギー消費機能の優れ
た家庭用電気製品の購入費の一部を補助します。

バレーボールや野球、テニスなどの各種
スポーツ大会を開催し、市民の健康づくりや
スポーツ振興を図ります。

全市民に向けた勝浦市内の店舗で使用でき
る商品券を発行・配布し、地域経済の消費の
下支えや生活支援を図ります。

クリーンセンター
管理運営経費

証明書等交付サービス事業
（証明書等コンビニ交付事業）

物価高騰対応省エネ家電
購入支援事業

物価高騰対応水道料金
軽減支援事業

スポーツ大会開催事業

物価高騰対応かつうら
デカ盛り応援券事業

5億8,303万円

1,144万円

686万円

1億6,169万円
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カードを作って５年目の方
通知書に「電子証明書の更新手続き」と記載

カードを作って１０年目の方
通知書に「マイナンバーカードの更新手続き」と記載 

問合せ　市民課 健康管理係　☎７３－６６１４

事前予約が
必要です

・新たに４０歳になる方と昨年度胃がん検診を受診された方には通知文を送付します。それ以外の方で受診を希望される方は
市民課健康管理係までご連絡ください。

・胃の自覚症状のある方は検診ではなく、医療機関への受診をお勧めします。
・検査着やタオルなどはお貸しできません。通知文と同封されている「身じたくについて」をご確認ください。
・当日の体調や問診により、受診いただけない場合があります。

検査内容 バリウム検査 胃内視鏡検査

対　象
40 歳以上（前年度胃内視鏡検査を受けた方も受診でき
ますが胃内視鏡検査と毎年交互に受診することは不利益
の増加につながるため推奨されていません。）

５０歳以上 7４歳以下（受診日年齢）
前年度受診した方は受診できません。
バリウム検査を受けた方は受けられません。

料　金 ５００円 　生活保護受給者のみ無料 ３, ０００円　生活保護受給者のみ無料
方　式 集団検診 個別検診
場　所 市内検診会場（下記のとおり） 医療法人 SHIODA 塩田病院

実施期間

検診日 検診会場 検診車

６月 16 日（火）～ 12 月 23 日（水）
【６月１日（月）から受付開始】

※事前の申請が必要です。
※受診券を発行しますので市民課窓口にお越しください。

4 月２０日（月）
２１日（火）
２４日（金）
２７日（月）
３０日（木）

５月　９日（土）

荒川テニスコート
総野集会所
興津区民会館
芸術文化交流センター
芸術文化交流センター
芸術文化交流センター

１台
１台
１台
２台
２台
２台

間　隔 1 年に 1 回 2 年に 1 回

その他
完全予約制
検診開始時間は、当日の準備の都合により多少前後す
る場合があります。

自宅に受診券が届いた後、医療機関に直接予約をしてく
ださい。受診の際は資格確認書または健康保険証と紐付
いているマイナンバーカードを持参ください。

令和８年度の胃がん検診について　
市では、下記の日程で胃がん検診を完全予約制で実施します

取得して「５年目」または「１０年目」の方へ
マイナンバーカード更新手続きのご案内

　マイナンバーカードの有効期限が切れる２～３カ月前になると 水色の封筒  が郵送されますので更新の手続きを
お願いします。なお、更新の手続きは３カ月前からできます。

　マイナンバーカードを持って、市役所にお越しく
ださい。その際パスワードが必要ですが、忘れた方
でも、本人がお越しの場合のみ初期化ができます。 
※代理人がお越しの場合は、正しいパスワード・委

任内容を記入した照会書兼回答書 ( 有効期限通知
書の右側）と代理人の本人確認書類が必要です。

カード本体の有効期限です

電子証明書の有効期限です。
※本人が任意で記入する欄です｡ 転

居などにより期限が変わる場合
もありますので、通知書に記載
している期限もご確認ください。

※新しいカードを作った方は、申請受け付
け後１カ月ほどで交付通知書（ハガキ）
が届きますので、内容を確認のうえ市
民課窓口でお受け取りください。原則、
本人への交付となります。代理人に交付
する場合は事前にお問い合せください。

　引き続きマイナンバーカードを利用したい方は、新し
いカードを作る必要があります。市内郵便局 ･ 市役所 ･
スマートフォンなどで手続きできます。郵便局や市役所
では、本人がお越しの場合、申請書が無くても本人確認
書類のみで手続きできます。写真撮影も窓口で行います。
※写真代金は不要です。

問合せ　問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２市民課 市民係　☎７３－６６１２
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対象となるお子さん

　４月から上野保育所において「こども誰でも通園制度」が始まりました。
　国が推進するこの制度により、「お父さんやお母さんが働いていないから、こども園や保育所などに通えない」など
といったことにとらわれず、全ての子育て中のご家庭のお子さんが、時間単位で利用できるようになりました。

４月から
上野保育所で始まりました

■生後６カ月から満３歳未満
■勝浦こども園、市内保育所等に通っ

ていない
■利用する日において、勝浦市に住

んでいて住民登録がある
※上野保育所の空き状況により、ご

希望に添えない場合もあります。

１時間当たりの利用料　３００円（食事代、おやつ代は別途）
※世帯の所得によって、利用料の負担軽減を受けることができます。

問合せ　こども未来応援課
　　　　☎７３－６６１８

利用料

月曜日～金曜日（祝日を除く）
　①８時３０分～１１時３０分
　②１３時３０分～１６時３０分
※利用できる時間は１時間ごとで、
　１日当たり３時間、
　１カ月当たり１０時間 が上限です。

　申請を行い、市の認定が必要
です。認定後は、「こども誰でも
通園制度総合支援システム」か
ら利用予約などができます。
※インターネット環境とＥメールが

必要です。また、認定まで余裕
をもった手続きをお願いします。

利用できる時間 利用方法

福祉タクシー利用券が変わりました
4 月 1 日から福祉タクシー利用券の金額・枚数などが変更になりましたのでお知らせします。

デマンドタクシーでの利用が可能となりました

申
請
は
こ
ち
ら

デマンドタクシーでも利用できるよう「２００円券」を新設しました。
※２００円券はデマンドタクシー以外の福祉タクシーでも利用はできますが、５００円券でデマンドタクシーは利用できません。

3 月 31 日まで 4 月 1 日から

対 象 者 ・身体障害者手帳１級・２級の所持者 
・療育手帳の所持者

助 成 金 額 ５００円 ５００円／２００円

交 付 枚 数 ５００円×４６枚
 （2 ３, ０００円分）

５００円×４２枚（ 2 １, ０００円分） 
２００円×１０枚（ ２，０００円分）

1 回に使える枚数 ２枚 上限無し

５００円券 ２００円券
デマンドタクシー以外の福祉タクシーで使用できます。
※デマンドタクシーは使用できません。

デマンドタクシーを含め、全ての福祉タクシーで
使用できます。

問合せ　福祉課 障害福祉係　☎７３－６６１９

市 HP
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児童手当の拡充
◎所得によらず、支給の対象となります。
◎支給期間を高校生年代まで延長します。
◎第３子以降はより手厚く、１人当たり月

３万円に大幅増額します。
◎４カ月に１回から、２カ月に１回の支給に

なります。※令和６年１０月分から拡充

育児時短就業給付
◎「育児時短就業給付」を創設し、こ

どもが２歳未満の期間に、時短勤
務を選択した場合、時短勤務時の
賃金の原則１０％を支給します。

※令和７年度から実施

◎国民年金の第１号被保険者の方を
対象に、育児期間中の国民年金保
険料免除措置を創設します。

※令和８年１０月分から実施

妊婦のための支援給付
◎「伴走型相談支援」の面談と合わせて、

妊娠届出時に５万円、妊娠後期以降
に妊娠しているこどもの数×５万円、
を支給します。

※令和７年度から実施

出生後休業支援給付
◎「出生後休業支援給付」を創設し、

子の出生直後の一定期間内に両
親ともに１４日以上の育児休業を
取った場合、最大２８日間、手取
りの１０割相当を支給します。

※令和７年度から実施

こども誰でも通園制度
◎保育所などに通っていない

６カ月から満３歳未満のこども
が時間単位で利用できる制度
です。こども１人当たり１０時
間／月の利用が可能です。

※ 4 月から上野保育所で実施

児
童
手
当
の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
な
ど
、

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

給
付
の
拡
充
に
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

拡充される給付の例
問合せ　こども未来応援課　☎７３－６６１８

育児期間中の
国民年金保険料免除

こども・子育て
世帯を応援！
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勝浦市国民健康保険（７４歳以下）
所得割０．３％、均等割１,９００円
●所得１００万円の場合の負担額の目安は、年 3,600 円

千葉県後期高齢者医療保険（７5 歳以上）
所得割０.25％、均等割１,３１０円
●所得１００万円の場合の負担額の目安は、年 2,700 円

子ども・子育て支援金の税率などは加入されている健康保険ごとに異なります

子ども・子育て支援金制度 Ｑ＆Ａ子ども・子育て支援金制度 Ｑ＆Ａ

支援金の徴収の流れ

もっと知りたい！

※こども（１８歳に達する日以後の最初の３月３１日以前である方。高校生年代）については、均等割額が全額軽減されます。

子ども・子育て支援金の保険税・保険料（令和８年度）

「子ども・子育て支援金制度」って？
全ての世代や企業の皆さまから支援金を拠出いただ
き、子育て施策の拡充に充てるもので、こどもや子
育て世帯を社会全体で支える制度です。

A
Q

どうして「支援金制度」が必要なの？
近年、少子化・人口減少の進行が加速していることか
ら、政府は令和５年 12 月にこども未来戦略「加速化
プラン」を策定し、総額 3.6 兆円の次元の異なる
こども・子育て支援の拡充を実施することを決めま
した。支援金制度はこれを支える財源の一部です。

A
Q

収入が少なくても、
支払う必要があるの？
支援金は所得に応じて拠出いただきますが、医療保
険料と同様に、低所得の方に対する保険料軽減措
置を設けています。

A
Q

国（支払基金）

支援納付金納付

納付

請求

賦課支援金

医療保険者

1/2
被保険者

1/2
事業主

●被用者保険者
　（健保組合、協会けんぽ等）
●市町村
　（国民健康保険）
●後期高齢者医療広域連合

※国保、後期は
　被保険者のみが負担

後期高齢者医療保険料が改定されます
　千葉県後期高齢者医療広域連合では、医療費の増加や診療報酬の改定などの影響による保険料率の改定や子ども・子
育て支援金制度の開始を受け、千葉県内の令和８・９年度後期高齢者医療保険の保険料率を次のとおり決定しました。
　令和８年度の保険料額は、７月中旬発送予定の決定通知書によりお知らせします。

令和７年度《改定前》
年間保険料額＝医療保険分

令和８・９年度《改定後》
年間保険料額＝医療保険分＋子ども・子育て支援金分

◎所得１００万円の場合の年間保険料額は・・・
令和７年度《改定前》９５，７００円

令和８・９年度《改定後》
１０７，２００円（１１，５００円増）

問合せ　▽税務課 課税係　☎７３－６６２３　▽千葉県後期高齢者医療広域連合　☎０４３－３０８－６７６８

区分 医療保険分

所得割 ９.１１%

均等割 ４３，８００円

賦課限度額 ８００，０００円

区分 医療保険分 子ども・子育て
 支援分（新設）

所得割 ９.４０% ０.２５%

均等割 ５１，０００円 １,３１０円

賦課限度額 ８５０，０００円 ２１,０００円
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月齢３～４カ月、月齢６～７カ月の乳児

２歳５カ月～７カ月の児月齢１１～１２カ月の児

ひだまり
通信
Vol.36

子育てをサポートします！
母子保健事業のご紹介

　市では、安心して地域で子育てができるよう、就学前までにさまざまな母子保健
事業を行っています。各教室や相談など、気軽にご利用ください。

◎開催日は「母子保健カレンダー」で確認してください。

今年度から同日開催！今年度から同日開催！

親子ひろば

すくすく教室お誕生教室

離乳食教室

　身体計測・発達チェック・離乳食・虫歯予防など、
育児全般に関して保健師・助産師・管理栄養士・歯科
衛生士が相談に応じます。
■対象　お子さんと保護者
　　　　（対象の方に個別通知します）
■会場　芸術文化交流センター（キュステ）

　保育所やこども園に入所・入園前に、お子さんの成
長や発達を一緒に確認してみましょう。
■内容　言語聴覚士による相談
　　　　保健師や管理栄養士による個別相談
　　　　歯科衛生士による仕上げ磨きの指導など
■対象　お子さんと保護者（対象の方に個別通知します）
■会場　芸術文化交流センター（キュステ）

　１歳を迎えるお子さんの発育を保健師・管理栄養士・
歯科衛生士と一緒に確認しましょう。
■内容  保健師や管理栄養士による相談・歯科衛生士
　　　　による仕上げ磨きの指導など
■対象  お子さんと保護者
　　　　（対象の方に個別通知します）
■会場  芸術文化交流センター（キュステ）

　離乳食ではお子さんの「はじめて」にたくさん出会えます。母乳やミルクだけの授乳から、おかゆや野菜などの食感や味
覚などを知った赤ちゃんたちは、いろんな表情や反応を見せてくれます。１年ほどかけてゆっくり進めていく離乳食について、
その基本を離乳食教室ではお伝えしています。最近では、お母さんだけでなくお父さんの参加も増えています。
　大きなテーマは、
　　　　　　● 前期：月齢　５～　６カ月頃「離乳食を開始する前の進め方の基本を学ぶ」
　　　　　　● 後期：月齢１０～１１カ月頃「手づかみ食べなど自分で食べる準備を学ぶ」
　ですが、お子さんの成長に合わせて行っていきます。また、ご家庭での教室を希望される方には、管理栄養士と助産師
が訪問させていただくこともできます。

困ったら保健師・社会福祉士・助産師に相談できます
◎市役所２階　『親と子の家庭相談室 ひだまり』
　　事業の都合などで不在の場合もありますので、事前の予約をお願いします。

◎勝浦こども園　『子育て支援室』  ／  こども館
　　お配りした母子保健カレンダーや市ホームページで相談日を確認してください。

問合せ　こども未来応援課　☎７３－６６１８
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申
請
の
際
は
、
身
分
証
明
書
を
忘
れ
ず
に
！

高
齢
の
方
を
見
守
り
支
え
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
次
の
高
齢
者
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
支
援
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係

　
☎
73

－

６
６
１
５・６
６
１
６

 

助
成
事
業
共
通
事
項

対
象
者
　
勝
浦
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

申
請
場
所
　
高
齢
者
支
援
課
／
移
動

市
役
所
／
興
津
集
会
所
（
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
利

用
者
助
成
事
業
は
、
高
齢
者
支
援

課
と
移
動
市
役
所
の
み
）

交
付
場
所
　
高
齢
者
支
援
課

※
高
齢
者
支
援
課
以
外
で
申
請
し
た

場
合
、
後
日
利
用
券
を
郵
送
し
ま

す
。

※
助
成
事
業
の
交
付
枚
数
や
派
遣
回

数
は
、
申
請
月
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

※
今
年
度
中
の
誕
生
日
に
対
象
年
齢

と
な
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
て

か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者
、

代
理
申
請
者
共
に
身
分
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
７
年
度
に
交
付
実
績
の
あ
っ
た

方
に
は
申
請
手
続
き
を
省
略
し
て

各
種
利
用
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

 

助
成
事
業

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業

市
が
指
定
し
た
市
内
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
お
よ
び
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
に
お
い
て
１
回
の
乗
車
に
つ

き
複
数
枚
（
１
枚
あ
た
り
４
０
０

円
の
助
成
）
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券

が
使
用
で
き
ま
す
。

対
象
者

▽
80
歳
以
上
の
方
（
世
帯
員
の
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
自
主
的
に
運
転
免
許
を
返
納
し
た

　
75
歳
以
上
の
方
で
運
転
経
歴
証
明

書
ま
た
は
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

の
取
消
通
知
書
を
有
す
る
方

交
付
枚
数
　
年
最
大
24
枚

※
総
野
地
区
在
住
の
方
（
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
運
行
地
区
を
除
く
）

に
つ
い
て
は
、
初
回
に
交
付
し

た
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

使
い
切
っ
た
（
３
月
利
用
分
を

除
く
）
場
合
、
そ
の
月
に
交
付

す
る
枚
数
を
再
度
交
付
し
ま
す
。

（
１
回
限
り
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転

免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き

る
も
の

②
運
転
経
歴
証
明
書
ま
た
は
申
請
に

よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

入
湯
料
助
成
事
業

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
方

交
付
枚
数
　
年
最
大
10
枚

申
請
に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

※
な
お
、
入
湯
料
金
は
施
設
側
に
一

部
負
担
い
た
だ
く
な
ど
の
ご
厚
意

に
よ
り
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

施
術
利
用
者
助
成
事
業

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方

交
付
枚
数
　
年
最
大
12
枚

助
成
額
　
１
枚
８
０
０
円
（
ご
利
用

は
、
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者
に
限

り
、
１
カ
月
１
枚
ま
で
）

申
請
に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

重
度
要
介
護
高
齢
者

理
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

対
象
者
　
65
歳
以
上
で
在
宅
に
お

い
て
、
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
で

あ
っ
て
認
定
調
査
票
ま
た
は
主
治

医
意
見
書
の
障
害
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が 

Ｂ
以
上
の
方

派
遣
回
数
　
年
最
大
６
回

 ｢

見
守
り｣

事
業　

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で

調
理
が
困
難
な
方

内
容
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

週
最
大
３
回
ま
で
、
１
食
に
つ
き

４
０
０
円
の
自
己
負
担
で
お
弁
当

を
配
達
し
安
否
確
認
も
行
い
ま
す
。

委
託
事
業
者 　

　
㈱
サ
ラ
ヤ
保
﨑
商
店

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
事
業

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

内
容
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
貸
し

出
し
、
24
時
間
緊
急
時
の
対
応
や

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
固
定
電
話
回
線
が
必
要
で
す
。

　
（
月
３
０
０
円
程
度
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
）

 

家
族（
介
護
者
）に
対
す
る
事
業

在
宅
介
護
福
祉
手
当

対
象
者

・
65
歳
以
上
で
在
宅
に
お
い
て
、
要

介
護
度
４
ま
た
は
５
の
要
介
護
者

を
介
護
し
、
同
居
し
、
生
計
を
共

に
し
て
い
る
介
護
者

・
認
定
調
査
票
ま
た
は
主
治
医
意
見

書
の
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が
Ｂ
以
上
、

も
し
く
は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
が
Ⅲ
以
上
の
要
介
護

者
を
介
護
し
、
同
居
し
、
生
計
を

共
に
し
て
い
る
介
護
者

支
給
額
　
月
額
５
，０
０
０
円

家
族
介
護
慰
労
事
業

対
象
者
　
在
宅
に
お
い
て
、
要
介
護

４
ま
た
は
５
で
、
１
年
間
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
長
期

入
院
も
し
な
か
っ
た
場
合
な
ど
の

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
介
護
者

慰
労
金
額
　
10
万
円
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ち
ば
情
報
マ
ッ
プ

詳
細
は
こ
ち
ら

獣
害
防
止
柵
の
設
置
・
わ
な
免
許
の
取
得
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
で
は
「
鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置

事
業
」
と
「
狩
猟
免
許
取
得
促
進
事

業
」
の
事
業
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

対
象
者
自
ら
農
林
産
物
を
生
産
し

て
い
る
農
業
者
で
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
方
（
１
軒
で
も
申
請
で

き
ま
す
）

事
業
に
よ
り
柵
を
設
置
で
き
る
土
地

市
内
の
耕
作
を
し
て
い
る
農
地
ま

た
は
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
す
る
た
め

に
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
竹
林

補
助
率
　
購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の

２
分
の
１
以
内
（
補
助
金
の
上
限

は
10
万
円
、
１
万
円
未
満
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
）

事
業
採
択
基
準
（
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

▽
柵
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
土
地

の
所
有
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
は
、
貸
借
契
約
に
よ
る
利
用

権
を
有
し
、
土
地
所
有
者
の
同
意

を
得
て
い
る
こ
と
。

▽
設
置
し
た
土
地
お
よ
び
柵
に
つ
い

て
、
電
気
柵
は
８
年
、
金
網
柵
は

14
年
以
上
、
適
正
に
耕
作
・
管
理

が
行
え
る
こ
と
。

申
請
書
類

①
鳥
獣
被
害
防
止
柵
を
設
置
す
る
位

置
が
分
か
る
地
図

②
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
資
材
購
入
費

の
見
積
書
な
ど
（
部
材
の
規
格
、

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
農
薬
散
布
が
対
象

航
空
防
除
補
助
金

　

本
市
の
主
要
作
物
で
あ
る
水
稲

（
主
食
用
米
）
の
生
産
に
お
い
て
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
推
進
し
、

作
業
の
省
力
化
を
進
め
る
農
家
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
事
業

ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
使
用
し
て
農
薬

の
空
中
散
布
を
自
ら
実
施
す
る
も

の
、
ま
た
は
、
委
託
に
よ
り
実
施

す
る
も
の

対
象
者

勝
浦
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内

の
耕
地
で
自
ら
耕
作
し
て
い
る
方

（
個
人
ま
た
は
法
人
）
で
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
方

補
助
対
象
面
積

耕
地
の
本
地
面
積
（
畦
畔
を
除
い

た
面
積
）
に
、
農
薬
散
布
の
実
施

回
数
（
上
限
２
回
／
年
）
を
乗
じ

た
面
積

補
助
金
額
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）

１
，０
０
０
円

※
千
円
未
満
端
数
切
り
捨
て

申
請
期
間

　
９
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日
㈪

※
提
出
書
類
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
農
林
水
産
課 

農
林
係

　
☎
73

－

６
６
３
５

森
林
の
伐
採
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
森
林
所
有
者
な
ど
が
森
林
の
立
木

を
伐
採
ま
た
は
開
発
す
る
場
合
、
事

前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
無
く
伐
採
し
た
り
、
実
行
内
容
が

異
な
る
場
合
は
、
森
林
法
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
森
林
　

千
葉
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計

画
対
象
の
森
林

対
象
地
の
確
認
方
法

ち
ば
情
報
マ
ッ
プ
で
森
林
計
画
図

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
農
林
水

産
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
方

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受
け

た
方

届
出
期
間

▽
伐
採
及
び
伐
採
後
の
届
出
書

　
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前

ま
で

※
伐
採
完
了
後
、
状
況
報
告
書
な
ど

の
提
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
森
林
の

開
発
を
行
う
場
合
や
、
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
る
森
林
を
伐
採
す

る
場
合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
農
林
水
産
課 

農
林
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
３
５

数
量
な
ど
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

③
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
土
地
の
写
真

※
申
請
前
に
購
入
し
た
柵
は
補
助
対

象
外
で
す
。

※
詳
し
い
採
択
要
件
に
つ
き
ま
し
て

は
農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

狩
猟
免
許
取
得
促
進
事
業

対
象
者
　
市
が
行
う
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
新
た
に
わ
な
の
狩
猟

免
許
を
取
得
す
る
勝
浦
市
民
の
方

で
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

補
助
の
対
象
　
わ
な
猟
免
許
の
新
規

取
得
に
か
か
る
初
心
者
狩
猟
講
習

受
講
料
お
よ
び
狩
猟
免
許
試
験
申

請
費
用

補
助
率
　
３
分
の
２
以
内

※
補
助
金
の
交
付
は
、
狩
猟
免
許
試

験
に
合
格
さ
れ
た
場
合
の
み
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
免
許

試
験
の
受
け
付
け
前
に
農
林
水
産

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
事
業
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
課 

農
林
係

　
☎
73

－

６
６
３
５

▽
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て

　
夷
隅
地
域
振
興
事
務
所

　
☎
82

－

２
４
５
１
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森
林
所
有
者
な
ど
が
森
林
の
立
木

を
伐
採
ま
た
は
開
発
す
る
場
合
、
事

前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
無
く
伐
採
し
た
り
、
実
行
内
容
が

異
な
る
場
合
は
、
森
林
法
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
森
林
　

千
葉
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計

画
対
象
の
森
林

対
象
地
の
確
認
方
法

ち
ば
情
報
マ
ッ
プ
で
森
林
計
画
図

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
農
林
水

産
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
方

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受
け

た
方

届
出
期
間

▽
伐
採
及
び
伐
採
後
の
届
出
書

　
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前

ま
で

※
伐
採
完
了
後
、
状
況
報
告
書
な
ど

の
提
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
森
林
の

開
発
を
行
う
場
合
や
、
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
る
森
林
を
伐
採
す

る
場
合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
農
林
水
産
課 

農
林
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
３
５
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勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
70
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
お
よ
び
75
歳
以
上
の

高
齢
者
夫
婦
を
対
象
に
、
５
月
よ
り
「
ゆ
う

ゆ
う
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
勝
浦
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
、
各
回
と
も
楽
し
い
内
容
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
や
む
を
得
ず
変
更
ま
た
は
中
止

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

期
日
・
内
容
（
全
10
回
予
定
）

①
５
月
25
日
㈪　
お
と
な
の
遠
足

②
６
月
９
日
㈫　
生
け
花

③
７
月
14
日
㈫　
仏
画

④
９
月
24
日
㈭　
絵
手
紙　

⑤
10
月
5
日
㈪　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

⑥
11
月
25
日
㈬　
あ
た
ま
の
体
操

⑦
12
月
10
日
㈭　
ク
リ
ス
マ
ス
会

⑧
１
月
28
日
㈭　
新
年
会

⑨
２
月
16
日
㈫　
お
や
つ
作
り

⑩
３
月
11
日
㈭　
茶
の
湯

時
間

　
各
回
と
も
10
時
30
分
～
14
時

※
弁
当
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

電
話
で
申
し
込
み
が
出
来
ま
す
。
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈭

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
６
５

高
齢
者
学
級

　

生
き
が
い
を
も
っ
て
充
実
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
教
養
を
高
め
、
健
康
を
増
進
し
、

高
齢
期
の
生
活
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

対
象
　
60
歳
以
上
の
方　

定
員
　
１
５
０
人

期
日
／
学
習
内
容
／
形
態
／
場
所

▽
６
月
12
日
㈮
／
開
講
式
・
猛
暑
に
備
え
よ

う
／
講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
７
月
31
日
㈮
／
郷
土
の
歴
史
を
学
ぼ
う
／

講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
10
月
６
日
㈫
／
モ
ル
ッ
ク
に
挑
戦
し
よ
う

／
実
技
／
旧
北
中
学
校
体
育
館

▽
11
月
６
日
㈮
・
10
日
㈫
・
13
日
㈮
／
見
聞

を
広
め
る
「
香
取
神
宮
・
佐
原
町
並
み
め

ぐ
り
」
／
野
外
学
習
／
香
取
神
宮
・
佐
原

町
並
み

▽
12
月
11
日
㈮
／
健
康
体
操
を
し
よ
う
／
実

技
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
１
月
29
日
㈮
／
落
語
に
親
し
も
う
・
閉
講

式
／
講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

知
識
を
深
め
、仲
間
と
の
交
流
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 「
教
育
委
員
会
各
種
教
室
」参
加
者
募
集

女
性
学
級

　

女
性
の
生
き
方
と
地
域
の
か
か
わ
り
を
知

り
、
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
学
習
を

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
女
性　

定
員
　
50
人　
　
　

▽
６
月
18
日
㈭
／
開
講
式
・
夷
隅
の
民
話

を
聞
こ
う
／
講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー

▽
８
月
27
日
㈭
／
ど
ん
ぐ
り
人
形
を
作
ろ
う

／
創
作
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
10
月
16
日
㈮
／
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
よ
う

／
実
技
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
11
月
27
日
㈮
／
寅
さ
ん
を
訪
ね
て
／
野
外

学
習
／
寅
さ
ん
記
念
館
・
帝
釈
天

▽
12
月
11
日
㈮
／
健
康
体
操
を
し
よ
う
／
実
技

／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
１
月
29
日
㈮
／
落
語
に
親
し
も
う
・
閉
講

式
／
講
話
／
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

家
庭
教
育
学
級

　

心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
子
ど
も
を
育

て
る
た
め
、
家
庭
教
育
の
重
要
さ
の
理
解
お

よ
び
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

期
間
　
５
月
～
12
月

場
所
　
体
育
館
、
会
議
室
な
ど

形
態
　
市
内
各
小
学
校
・
中
学
校
が
独
自
に

家
庭
教
育
学
級
を
実
施
し
ま
す
。

「
ゆ
う
ゆ
う
広
場
」を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

場
所

　
勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
議
室

　
（
新
官
１
３
９
４

－

１
）

定
員
　
25
人

参
加
費
　
無
料

※
飲
み
物
（
必
要
な
方
）
持
参

申
込
期
間

　
４
月
21
日
㈫
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

　
勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
73

－

６
１
０
１
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対　　象　市内在住・在勤・在学の方（小学４年生以下は保護者同伴）
受付開始　４月１７日（金）８時４５分
受付終了　パン作り・お菓子作り教室：５月１日（金）１６時３０分
　　　　　生け花教室：５月２９日（金）１６時３０分
申込場所　生涯学習課窓口、電話またはインターネットで申し込み
　　　　　☎７３－６６６５

※電話での申し込みは、混雑のため繋がりにくくなる場合があります。
※申込者が多数の場合、初参加の方を優先させていただく場合があります。
※教室によっては材料費、保険料などの実費を負担していただきます。
※各教室、参加者が３人以下の場合は開催を取りやめることがあります。
※申し込みは、ご本人の枠に限り受け付けます。

■パン作り・お菓子作り教室
　日本でもおなじみの世界の食卓に並ぶ様々なパンをはじめ、簡単なお菓子
も作ることのできるクッキングスクールです。自分でこねたパン生地が発酵
し、焼きあがる様を眺めることは、パン作りの醍醐味。先生が丁寧にご指導
しますので、初心者の方でもしっかりと学ぶことができます。
日　程　【金曜コース（全５回）】１８時～２１時
　　　　　５月８日、６月５日、７月１７日、８月２１日、９月４日
　　　　【土曜コース（全５回）】１３時～１６時
　　　　　５月９日、６月６日、７月１８日、８月２２日、９月５日
場　所　芸術文化交流センター２階 調理室
受講料　３，０００円（１回につき）
定　員　１２人
講　師　佐久間 美幸【「ミーのパン教室」主宰】（勝浦市）

■生け花教室
　満開の花も、そして散りゆく花も、同じ命。等しくかけがえのないものだ
と考え、自分で生けあげた花の命の移ろいを最後まで見届け、時節の移り変
わりに思いを馳せることができるのが生け花の魅力。皆さんも花のある暮ら
しを楽しみましょう。（生花を使用します）
日　程　６月１３日、７月１１日、８月８日、９月１９日、１０月３１日、
　　　　１１月２８日（全６回／土曜日）
時　間　１３時３０分～１５時
場　所　芸術文化交流センター２階 調理室
受講料　１，３００円（１回につき）
定　員　１２人
講　師　関野 汀華【勝浦市華道連盟】（勝浦市）

～新教室のご案内～

わ 　   く　 　   わ 　  く

ＷａｋüＷａｋü♪カルチャースクール

ネットで
申し込み
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※耕作をしていない農地
は、草刈などの適正な
管理をお願いします。 ※①②④⑤は１０アール当たりの人付作業料金で食事代は含みません。

※機械作業は、区画整理地または同等程度の圃場を想定。この賃金は標準的な
賃金ですので、地域の実情によりお互い話し合いのうえ行ってください。

令和 8 年度
勝浦市農作業別標準賃金並びに機械による標準農作業料金

　今年度の標準額が決まりました。内容は下表のとおりです。

問合せ　農業委員会事務局　☎７３－６６３７

※１日当たり、労働時間は８時間
とし、食事代は含みません。

作業区分 賃　金
一般農作業
（田畑同額） ９，４００円

農作業別標準賃金
作業区分 機械種別 賃金 備考

①水田耕起
トラクター

７，２００円 耕起深度 15㎝以上
②水田代かき ７，８００円 2回を基準
③あぜ塗り ６０円 １ｍ当たり
④植付 田植機 ８，８００円
⑤刈取脱穀 コンバイン ２０，３００円 脱穀後のもみの搬送は含まない
⑥乾燥調製 ３，５００円 １俵当たり（籾摺り含む）
⑦育苗 ９９０円 １箱当たり

機械による標準農作業料金

『
咀そ
し
ゃ
く嚼

』
は
、と
て
も
大
切
！

４
１０ か

つ
う
ら
医
療　
れ
ん
ら
く
帳

　

咀そし
ゃ
く嚼(

食
べ
物
を
か
む
こ
と)

は
、
生
き

て
い
く
う
え
で
と
て
も
必
要
な
も
の
で
す
。

例
え
ば
人
は
年
を
重
ね
る
と
、ど
う
し
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
で
も
そ
の
人
に
噛
む
力
が
あ
れ
ば
自
分

の
口
で
食
べ
続
け
る
事
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
生
き
る
力
に
な
り
、
病
気
に
な
っ
て
も
自

分
の
人
生
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
噛
む
た
め
に
は
、
多
く
の
筋
肉
の
運
動
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
噛
ま
な
い
と
筋
力
が

低
下
し
、
ま
す
ま
す
噛
み
づ
ら
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

口
腔
機
能
が
低
下
す
る
と
食
欲
も
低
下

し
、
栄
養
が
偏
り
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
筋
量
や
筋
力
が
減
少
し
、

免
疫
、代
謝
と
い
っ
た
機
能
も
低
下
し
ま
す
。

　
噛
む
力
を
身
に
つ
け
る
事
で
食
べ
る
意
欲

が
わ
い
て
く
る
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
人
生
を

豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
80
才
に
な
っ
て
も
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
つ
と
い
う
８
０
２
０
（
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
の
達
成
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
食
生

活
に
ほ
ぼ
満
足
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
で
は
、
ご
自
分
の
歯
は
何
本
あ
る
で

し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
方
は
、
歯
科
健
診
や

歯
科
治
療
の
時
に
、
歯
科
医
院
で
尋
ね
て
み

て
く
だ
さ
い
。

市
民
課 

管
理
栄
養
士
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

　
硬
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
、
よ
く
噛

め
な
い
と
や
わ
ら
か
い
食
べ
物
を
好
ん
だ

り
、食
べ
ら
れ
る
も
の
が
限
ら
れ
る
な
ど
、

摂
取
す
る
栄
養
素
が
偏
る
傾
向
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
食
物
繊
維
が
不
足
し
が
ち
に

な
り
便
秘
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
噛

む
こ
と
に
よ
り
唾
液
が
分
泌
さ
れ
、
食
べ

物
を
消
化
吸
収
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
は
脳
の
満
腹

中
枢
が
刺
激
さ
れ
、
肥
満
の
予
防
に
な
り

ま
す
。

　

食
べ
物
を
「
よ
く
噛
む
こ
と
」「
よ
く

噛
め
る
こ
と
」
は
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
と
っ
て
と

て
も
重
要
で
す
の
で
、
咀
嚼
や
歯
並
び
な

ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、
早
め
に

歯
科
医
院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
一
品
を
作
ろ
う
！

「
ご
ぼ
う
と
コ
ー
ン
の
サ
ラ
ダ
」　

１
人
分
エ
ネ
ル
ギ
ー 

１
６
８
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー 

食
塩
０
．７
g 

食
物
繊
維 

２
．１
g

◎
材
料
（
４
人
分
）

　
◆
ご
ぼ
う
小
１
本
◆
さ
け
る
チ
ー
ズ
１
本

　
◆
き
ゅ
う
り
１
／
２
本

　
◆
ホ
ー
ル
コ
ー
ン
缶
大
さ
じ
４

《
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
》

　
◆
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
２

　
◆
酢
小
さ
じ
１
◆
塩
・
こ
し
ょ
う
少
量

◎
作
り
方

①
ご
ぼ
う
は
包
丁
の
背
で
皮
を
こ
そ
げ
て

洗
い
、
３
セ
ン
チ
長
さ
の
さ
さ
が
き

に
し
、
水
に
５
分
つ
け
て
か
ら
、
少

量
の
酢
を
入
れ
た
お
湯
で
３
分
ゆ
で

て
、
お
湯
を
き
る
。

②
チ
ー
ズ
は
半
分
の
長
さ
に
切
り
、
細
く

さ
く
。

③
き
ゅ
う
り
は
う
す
く
輪
切
り
に
す
る
。

④
ボ
ウ
ル
に
《
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
》
の
材
料

を
入
れ
て
よ
く
か
き
ま
ぜ
、
全
部
の

材
料
を
入
れ
て
あ
え
て
、
器
に
盛
る
。

レ
シ
ピ
提
供
／
勝
浦
市
食
生
活
改
善
会

福
永
歯
科
医
院

　
　
　
磯
貝　
祥
子　

コラムに関する問合せ　市民課 健康管理係 ☎ 73 －６６１４
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勝
浦
市
の
公
用
封
筒
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？
　

市ＨＰ

詳
し
い
内
容
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す

　

勝
浦
市
の
公
用
封
筒
の
裏
面
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
封
筒

は
、
市
役
所
の
全
部
署
が
使
う
共
通
の
封
筒

に
な
り
、
送
付
先
も
市
内
外
の
公
共
団
体
や

各
家
庭
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
販
売
促
進
や
知
名

度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
申
し

込
み
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
長
形
３
号
裏
面

　
（
縦
66
㎜
、横
94
㎜
）、単
一
色
の
広
告

・
作
成
枚
数
／
６
７
，
０
０
０
枚

・
掲
載
料
金

　
市
内
業
者 

６
７
，
０
０
０
円

　
市
外
業
者 

１
０
０
，
５
０
０
円

・
掲
載
期
間
／
納
入
日
か
ら
納
入
封
筒
を
使

い
切
る
ま
で

・
募
集
枠
数
／
２
枠

▽
角
形
２
号
裏
面

　
（
縦
１
０
０
㎜
、横
94
㎜
）、単
一
色
の
広
告

・
作
成
枚
数
／
３
４
，
０
０
０
枚

・
掲
載
料
金

　
市
内
業
者 

５
１
，
０
０
０
円

　
市
外
業
者 

７
６
，
５
０
０
円

・
掲
載
期
間
／
納
入
日
か
ら
納
入
封
筒
を
使

い
切
る
ま
で

・
募
集
枠
数
／
４
枠

※
そ
れ
ぞ
れ
の
封
筒
様
式
の
余
白
に
左
記
の

文
言
が
入
り
ま
す
。

※
こ
の
広
告
は
有
料
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
勝
浦
市
が
推
奨
等

を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
告
主
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
掲
載
を
ご
検
討
の
方
は
、勝
浦
市

役
所
財
政
課
財
政
係 (

０
４
７
０

−

73

−

６
６
４
８) 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　
４
月
13
日
㈪
～
４
月
27
日
㈪

注
意
事
項

・
申
し
込
み
時
に
は
、
実
際
に
掲
載
す
る
広

告
の
原
稿
デ
ー
タ
も
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

市
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
原
稿
デ
ー
タ

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
校
正
な
ど
の
都

合
上
、
申
し
込
み
の
取
り
消
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
広
告
掲
載
位
置
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
広
告
デ
ー
タ
に
つ
き
ま
し
て
、
市
で
の
作

成
・
編
集
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

・
募
集
し
た
枠
数
よ
り
申
し
込
み
数
が
多

か
っ
た
場
合
は
「
勝
浦
市
有
料
広
告
掲
載

に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
選
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
募
集
し
た
枠
数
よ
り
申
し
込
み
数
が
少
な

か
っ
た
場
合
は
、
申
込
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
し
込
み

　
財
政
課 

財
政
係

　
☎
73

−

６
６
４
８

　
zaisei-z@

city-katsuura.jp

あなたのお店を宣伝してみませんか？
勝浦市公式ホームページバナー広告募集！

市内の方   ６，０００円（1ヵ月）
市外の方 １０，０００円（1ヵ月）

詳細はこちらをご覧ください→
問合せ　総務課 秘書広報係　☎７３－６６５７

市公式 HP トップページ

ここに掲載
※枠は選べません掲載料

（市公式 HP）
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総合運動施設（鴨川市）
陸上競技場・サッカー場・文化体育館・野球場ほか
鴨川市太尾８６６−１
☎０４ー７０９３ー５１１１

野球場／２時間当：３，３００円
陸上競技場／２時間当：４，８４０円
ソフトボール場／２時間当：１，７６０円
サッカー場／１時間当：２，２００円
※一般（大人）の方が昼間に利用した場合の料金

鴨川市と『公の施設の相互利用に関する協定』を締結

鴨川市の相互利用対象施設
勝浦市民・団体が市内料金（市外割増料金を適用しない料金）で利用できます

問合せ　生涯学習課　☎７３－６６６５

勝浦市の相互利用対象施設

■施設の利用手続きについて
　相互利用施設を利用する場合の手続きは、その相互利用施設の条例、規則などの定めるところによるものとします。
　詳しくは各施設までお問い合わせください。
■使用料に関する経過措置
　令和 8年 4月 1日より前になされた使用許可で、使用の日が令和 8年 4月 1日以後になるものに係る使用料は、
　許可書に記載された金額とします。

小湊さとうみ学校（鴨川市）
体育館・フットサルコート・談話室・多目的室・宿泊施設
鴨川市内浦１８９１−１
☎０４ー７０９６ー６６０６

体育館／１面・１時間当：１，２００円
フットサルコート／１面・１時間当：６００円
宿泊／１人・１泊（素泊まり）３，０００円
※一般（大人）の方が昼間に利用した場合の料金

芸術文化交流センター（キュステ）
ホール・大会議室・多目的室・調理室ほか
勝浦市沢倉５２３- １　☎７３－１００１

荒川テニスコート
テニスコート（４面）
勝浦市荒川１８９- １　☎７６－０１８０

詳細は
こちら

詳細は
こちら

　３月１９日、勝浦市と鴨川市とは、住民サービスの
向上や住民相互の交流促進を図るとともに、施設の利
用促進・有効活用を図ることを目的とし、両市が設置
する公の施設について、相互の市民・団体が市内料金
（市外割増料金を適用しない料金）にて施設を利用で
きるよう、施設の相互利用に関する協定を締結しまし
た。

料金の一例

料金の一例
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市長の主な動き
　
令
和
８
年
４
月
よ
り
、勝
浦
市
内

の
小
学
校
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
５
つ
の
小
学
校
が
勝
浦
小
学

校
と
上
野
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、

勝
浦
市
立
小
中
学
校
は
、小
学
校
２

校
、中
学
校
１
校
の
３
校
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
児
童
・
生
徒
数
は

５
９
５
人
で
す
。
こ
の
こ
ど
も
達

が
、よ
り
多
く
の
仲
間
や
人
々
と
出

会
い
、ひ
と
き
わ
大
き
な
地
域
支
援

を
受
け
て
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

よ
う
祈
ら
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

未
来
の
扉
を
ひ
ら
く
の
は
こ
ど
も

自
身
で
す
が
、私
た
ち
が
こ
ど
も
の

安
全
を
サ
ポ
ー
ト
し
、も
て
る
力
を

充
分
発
揮
で
き
る
よ
う
力
を
合
わ

せ
て
ま
い
り
た
い
と
心
か
ら
願
い

ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、お
隣
の
鴨
川
市

と
の
自
治
体
と
の
枠
組
み
を
超
え

た
と
り
く
み
の
紹
介
で
す
。
皆
さ

ん
は
、「
小
湊
さ
と
う
み
学
校
」
と

い
う
施
設
を
ご
存
じ
で
す
か
？
旧

小
湊
小
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、自
由
滞
在
型
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
合
宿
／
研
修
空
間
と
し
て
誕
生

さ
せ
た
も
の
で
す
。
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
3
面
分
が
収
ま
る
人
工
芝

ピ
ッ
チ
や
空
調
が
完
備
さ
れ
た
体

育
館
、約
百
人
が
食
事
を
共
に
で
き

る
食
堂
や
大
浴
場
・
宿
泊
フ
ロ
ア

等
を
有
す
る
こ
の
さ
と
う
み
学
校

で
、鴨
川
市
と
の
公
の
施
設
の
相

互
利
用
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、鴨

川
市
の「
総
合
運
動
施
設
」と「
小

湊
さ
と
う
み
学
校
」、そ
し
て
、本
市

の
「
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
・

キ
ュ
ス
テ
」と「
荒
川
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
」、こ
れ
ら
の
施
設
を
両
市
民
が

相
互
に
市
民
料
金
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は

18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
自

治
体
の
境
界
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、よ
り
気
軽
に
、よ
り
豊
か
に
活

動
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。 

 

「
自
治
体
の
枠
組
み
を
超
え
て
連

携
し
、足
り
な
い
物
を
補
い
合
う
」

こ
れ
は
私
た
ち
が
め
ざ
す
べ
き
地

域
の
将
来
像
の
1
つ
の
形
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
月
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
新
し
い
歩
み
が
、た
だ
の
制

度
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、両
市
民
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
増
や
し
、活
発
に

交
流
し
あ
い
、繋
が
り
あ
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

市
長
室
よ
り
39 勝浦市長　照川　由美子

これまでの
枠組みを超えて！

3月

２日㈪	 定例課長会議

３日㈫	 成美学園高等學校  
卒業式祝辞

４日㈬	 市議会定３月例会
　　　　 （一般質問）
　５日㈭	 市議会３月定例会 

（一般質問）
６日㈮	 市議会３月定例会

（議案質疑）
　9日㈪	 市議会３月定例会

（議案質疑）
１０日㈫	 市議会３月定例会

（総務文教常任委員会）
１１日㈬	 市議会３月定例会

（産業厚生常任委員会）
１２日㈭	 市議会３月定例会

（予算審査特別委員会）
１３日㈮	 市議会３月定例会

（予算審査特別委員会）
１７日㈫	 市議会３月定例会（採決）、

議員全員説明会
１８日㈬	 いすみ鉄道臨時株主

総会・取締役会
１９日㈭	 鴨川市との公の施設の

相互利用に関する協定
締結式

２０日㈮	 小学校閉校記念式典
（豊浜小・興津小）

２１日㈯	 小学校閉校記念式典
（総野小）

２３日㈪	 ＪＲ東日本千葉支社へ
要望活動

２７日㈮	 海中公園センター理事会
３１日㈫	 退職者辞令交付式
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お
知
ら
せ

（有料広告）

勝
浦
市
営
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

で
意
見
を
募
集
し
ま
す

 「
物
価
高
騰
対
応
か
つ
う
ら

デ
カ
盛
り
応
援
券
」の
取
扱

店
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ

び
保
全
の
方
針
）の
都
市
計
画
変
更
・

決
定
に
関
す
る
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
内
容

①
南
房
総
・
外
房
広
域
都
市
圏
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び

保
全
の
方
針
の
変
更

②
勝
浦
都
市
計
画
区
域
、
区
域
区
分

の
変
更

③
勝
浦
都
市
再
開
発
の
方
針

縦
覧
場
所

　
勝
浦
市
都
市
建
設
課
（
①
～
③
）

　
千
葉
県
都
市
計
画
課
（
①
、
②
）

　
千
葉
県
市
街
地
整
備
課（
③
の
み
）

縦
覧
期
間

　
５
月
８
日
㈮
～
21
日
㈭

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

意
見
書
を
提
出
で
き
る
方

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
（
法
人
を

含
む
）、
利
害
関
係
が
あ
る
方

意
見
書
の
提
出
方
法

　

本
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、
意
見
と
住
所
、
氏
名
な
ど
を

記
載
し
た
意
見
書
を
①
②
③
は
千

葉
県
知
事
あ
て
、
都
市
建
設
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
都
市
建
設
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

意
見
書
の
提
出
期
間

　
５
月
８
日
㈮
～
21
日
㈭　

※
郵
送
の
場
合
は
21
日
㈭
消
印
有
効

　
市
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
生
活
者
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
を
支
援
し
つ
つ
、
地
域
経
済
の
消

費
を
下
支
え
し
、
生
活
支
援
を
図
る

た
め
、
全
市
民
を
対
象
に
市
内
店
舗

で
使
用
で
き
る
商
品
券
の
発
行
・
配

布
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
か
つ
う
ら
デ
カ
盛

り
応
援
券
の
取
扱
店（
使
え
る
お
店
）

を
募
集
し
ま
す
の
で
４
月
30
日
㈭
ま

で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
勝
浦
市

商
工
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
か
つ
う
ら
デ
カ
盛
り
応
援

券
事
業
の
詳
細
は
後
日
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ　
勝
浦
市
商
工
会

　
　
　
　
☎
73

－

０
１
９
９

　
市
で
は
勝
浦
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
市
営
住
宅
の
場
所

▽
沢
倉
２
８
６
番
地
１

　
旭
ヶ
丘
第
２
団
地
33
号
棟

　
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行

令
で
定
め
る
金
額
（
15
～
21
万
円

程
度
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

⑤
申
し
込
ん
だ
人
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
家
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

申
し
込
み
方
法

都
市
建
設
課
で
お
渡
し
す
る
「
市

営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に
次
の
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

①
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
の
所
得
課
税
証
明
書	

②
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
期
限　
５
月
８
日
㈮

申
し
込
み
・
問
合
せ

　
都
市
建
設
課 

都
市
計
画
係

　
☎
73

－

６
６
２
７

無 料
引
き
続
き
開
設
中
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

相
談
窓
口

　
「
ア
プ
リ
の
操
作
が
わ
か
ら
な

い
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
ら
な
い
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
不
安
」な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
基
本
操
作
や
代
表
的
な
ア

プ
リ
の
使
い
方
、
困
り
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
が
で
き
る
窓
口

を
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
で
開
設

中
で
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で

料
金
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
場　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

開
設
日

４
月
の
開
設
日
は
、
20
日
㈪

以
外
の
平
日
で
す
。

時
間　
①
10
時
～
12
時

　
　
　
②
13
時
～
15
時

５
月
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

こ
ち
ら

・
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
時
間
は
30
分
程
度
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
料
金
説
明
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

・
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
ご
自
身

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

　
情
報
政
策
課

　
☎
73

－

６
６
５
３

意
見
書
の
取
り
扱
い

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
そ
の
要
旨

を
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
し
、
審

議
の
判
断
資
料
の
一
つ
と
し
ま
す
。

提
出
先

　
〒
２
９
９

－

５
２
９
２

　
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
番
地
の
１

　
都
市
建
設
課 

都
市
計
画
係

問
合
せ

▽
都
市
建
設
課 

都
市
計
画
係

　
☎
73

－

６
６
２
７

▽
千
葉
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
４
３

－

２
２
３

－

３
３
７
５

▽
千
葉
県
市
街
地
整
備
課

　
☎
０
４
３

－

２
２
３

－

３
５
４
１
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（有料広告）

民
生
・
児
童
委
員
４
名
が

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

市
役
所
職
員
人
事
異
動

　
令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市

役
所
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
管
理
職
の
異
動
お
よ
び
退
職
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
（　
）
内
は
旧
所
属

【
昇
任
昇
格
】

▽
会
計
課
長

　
生
貫　
栄
一
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

▽
高
齢
者
支
援
課
長

　
松
本　
里
奈
（
福
祉
課
）

▽
都
市
建
設
課
長

　
佐
近　
久
（
生
活
環
境
課
）

　
４
月
か
ら
一
部
、
係
の
名
称
や
業

務
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
都
市
建
設
課
の「
管
理
係
」と「
土

木
係
」を
統
合
し
、「
維
持
管
理
係
」

に
変
更

▽
生
活
環
境
課
の
「
生
活
環
境
係
」

と「
環
境
保
全
係
」を
統
合
し
、「
生

活
環
境
係
」
に
変
更

▽
生
活
環
境
課
に
「
循
環
型
社
会
推

進
係
」
を
新
設

▽
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
「
廃
棄
物
対
策

係
」と「
施
設
係
」を
統
合
し
、「
施

設
係
」
に
変
更

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
「
墨
名
」
と

「
名
木
・
上
植
野
・
台
宿
」
担
当
の

民
生
・
児
童
委
員
と
、
総
野
地
区
の

主
任
児
童
委
員
を
、
４
月
１
日
よ
り

次
の
４
名
の
方
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
10
年
11
月
30
日
ま
で

で
す
。

地
区
担
当
民
生・児
童
委
員
（
２
名
）

▽
墨
名
地
区
担
当

　
齋
藤　
恒
夫
（
墨
名
）

▽
名
木
・
上
植
野
・
台
宿
地
区
担
当

　
荒
井　
勲
（
名
木
）

主
任
児
童
委
員
（
２
名
）

▽
総
野
地
区

　
内
田　
有
香
（
松
野
）

　
関　
公
子
（
松
野
）

※
敬
称
略

問
合
せ　
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　

      　
☎
73

－

６
６
２
１

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
関
す

る
意
識
の
向
上
、
主
体
的
な
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ご
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
事
業
に
参
加
す

る
と「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」と
し
て
、

マ
イ
カ
ー
ド
（
勝
浦
奉
仕
会
提
供
）

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
付
与
数

１
健
（
検
）
診
な
ど
に
つ
き
６
ポ

イ
ン
ト（
カ
ツ
オ
マ
ー
ク
１
匹
分
）

対
象
事
業

▽
特
定
健
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
、
成
人
健
康
診
査
、
各
種

が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
（
集

団
健
（
検
）
診
の
み
）

▽
勝
浦
い
き
い
き
元
気
体
操
で
の
体

力
測
定
お
よ
び
結
果
説
明
に
参
加

さ
れ
た
方

※
マ
イ
カ
ー
ド
と
は
・
・
・

　
勝
浦
奉
仕
会
協
同
組
合
が
発
行
し

て
い
る
カ
ー
ド
で
、
市
内
提
携
店
舗

で
買
い
物
を
す
る
と
１
０
０
円
（
店

舗
に
よ
っ
て
２
０
０
円
）
＋
消
費
税

で
１
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
が
満
点
（
３
６
０
ポ
イ
ン
ト
）
に

な
る
と
５
０
０
円
の
商
品
券
と
し
て

加
盟
店
で
の
買
い
物
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
課 

健
康
管
理
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
１
４

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国

民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と

き
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
資
格
を

喪
失
し
た
と
き

▽
配
偶
者
の
退
職
な
ど
に
よ
り
、
第

３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
）
で
な
く
な
っ
た
と
き

▽
配
偶
者
の
65
歳
到
達
に
よ
り
、

第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

と
き

手
続
き
場
所

　
市
民
課 

国
保
年
金
係 

窓
口

※
退
職
し
て
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
方
は
、

配
偶
者
の
勤
務
先
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
退
職
日
が
わ
か
る
証
明
書
（
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
社
会
保

険
資
格
喪
失
証
明
書
、
退
職
証
明

書
な
ど
）

▽
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本

人
確
認
書
類

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
、

国
民
年
金
加
入
の
電
子
申
請
が

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
13
日
号
８
頁
の
記
事
「
広
報

か
つ
う
ら
発
行
日
」
内
に
誤
表
記

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び

し
ま
す
。

（
誤
）
発
行
月　
８
月

　
　
　
発
行
日　
８
月
７
日

（
正
）
発
行
月　
８
月

　
　
　
発
行
日　
８
月
14
日

【
配
置
換
】

▽
消
防
防
災
課
長

　
栗
原　
幸
雄
（
都
市
建
設
課
）

▽
福
祉
課
長

　
吉
田　
智
絵
（
会
計
課
）

▽
議
会
事
務
局
長

　
渡
邉　
弘
則
（
福
祉
課
）

▽
情
報
政
策
課
長

　
篠
宮　
寛
敬
（
高
齢
者
支
援
課
）

【
役
職
定
年
】

▽
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
窪
田　
正
（
消
防
防
災
課
長
）

▽
勝
浦
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　
派
遣

　
高
橋　
吉
造
（
情
報
政
策
課
長
）

【
退
職
】
３
月
31
日
付
け

　
　
軽
込　
一
浩（
議
会
事
務
局
長
）

問
合
せ　
総
務
課 
職
員
係

　
　
　
　
☎
73

－
６
６
４
３

問
合
せ　
総
務
課 

総
務
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
４
６

問
合
せ　
市
民
課 

国
保
年
金
係　

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
１
１

お
詫
び
と
訂
正
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申
し
込
み
は
こ
ち
ら

当番医の紹介 －夜間・日曜・祝日など－
夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

☎８０－０１１９

ハローワークの求人情報はこちらから
市ホームページにハローワーク
の求人情報を掲載しています。

問合せ　観光商工課 商工係
　　　　☎７３－６６８７

求 人
情 報

毎月
第２日曜日

５月１０日
8：30 ～12：30

６月１４日

・住民票、戸籍、印鑑証明、マイナンバーカードの交付を
受けることができます。
・交付の際、本人確認のできる運転免許証・マイナンバー
カードなどの提示が必要です。

問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

問合せ　税務課 収納係　☎７３−６６２２

納税・納付　納期 ４月３０日（木）

《便利な口座振替がおすすめです》
既にご利用の方は残高確認をお願いします

納期内に納めましょう！
■固定資産税：１期

利用時間
　６時３０分～２３時（土日含む）
　※市役所は８時３０分～１７時１５分
問合せ
　市民課 市民係　☎７３－６６１２

マイナンバーカードで便利に！

コンビニ・市役所のコピー機で
住民票などカンタン受け取り

日
時
（
全
６
回
、
す
べ
て
日
曜
）

５
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

６
月
７
日
・
14
日

　
13
時
～
15
時

場
所　
市
営
荒
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
小
学
生
以
上
・
市
内
在
住
・

　
市
内
在
勤

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
飛
び
入
り
参
加
は
出
来
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
用
具　
ラ
ケ
ッ
ト

申
込
期
間

　
４
月
６
日
㈪
～
24
日
㈮
ま
で

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
終
了

問
合
せ　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
６
５

日
時　
５
月
20
日
㈬

　
　
　
１
組
目
８
時
31
分
ス
タ
ー
ト

場
所　
勝
浦
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
勝
浦
交
通
安
全
協
会
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
交
通
安
全
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

▽
地
域
の
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
の

交
通
安
全
教
室
（
警
察
官
の
補
助

事
業
）

▽
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
監

視
（
通
学
路
主
要
交
差
点
で
の
児

童
生
徒
の
見
守
り
）

▽
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
講
話
（
出

前
講
座
）

▽
市
が
主
催
す
る
事
業
な
ど

※
い
ず
れ
も
軽
度
な
支
援
活
動
で
す
。

※
必
要
技
能
は
研
修
会
、
個
別
指
導

な
ど
で
習
得
で
き
ま
す
。

※
女
性
、年
配
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。

問
合
せ

　
勝
浦
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
（
勝
浦
警
察
署
内
）

　
☎
73

－

１
２
５
５

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

交
通
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

第
84
回
勝
浦
市
民
春
季

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
ご
案
内

プ
レ
ー
代（
昼
食
付
き
消
費
税
込
み
）

　
ビ
ジ
タ
ー　
９
，２
８
５
円

　
メ
ン
バ
ー　
８
，１
３
５
円

参
加
費　
３
，０
０
０
円

競
技
方
法　
ぺ
リ
ア
方
式

※
プ
レ
ー
終
了
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に

お
い
て
表
彰
式
を
開
催
予
定
。

対
象

①
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

②
県
内
居
住
者
で
、
市
内
小
・
中
学

校
出
身
の
方

③
①
～
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
期
限　
５
月
６
日
㈬

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
終
了

申
し
込
み

▽
ゴ
ル
フ
ィ
ッ
ト

　
☎
73

－

０
５
４
１

▽
勝
浦
ジ
ョ
イ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

　
☎
77

－

１
０
７
８

▽
生
涯
学
習
課

　
☎
73

－
６
６
１
３

　
（
５
月
１
日
㈮
ま
で
）

※
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
勝
浦
市
ゴ
ル
フ
協
会（
関
）

　
☎
０
９
０

－

１
５
０
４

－

１
４
９
１
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夷
隅
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

相談日
まずは相談してみませんか？

悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

合同相談（予約制・行政相談・人権相談・心配ごとの相談など） 市民法律相談（予約制・先着順５人まで・１人につき３０分間）

４月２４日㈮・５月８日㈮　１３時３０分～１５時３０分 ４月２４日㈮・５月１３日㈬　１３時～１６時

予約・問合せ　勝浦市社会福祉協議会（７３－６１０１）
※予約は各相談日前日の正午まで 総務課 総務係（７３－６６４６）

消費生活相談　電話相談 ２４時間健康相談ダイヤル　電話相談

祝日を除く月～土曜日　９時～１６時３０分（土曜は１６時まで） 年中無休　２４時間対応

千葉県消費者センター（０４７－４３４－０９９９） 夷隅広域健康相談ダイヤル２４（０１２０－１４３－２５１）

女性のための総合相談　電話相談 男性のための総合相談　電話相談

祝日を除く火～日曜日　９時３０分～１６時 祝日を除く火・水曜日　１６時～２０時
　　　　　　　土曜日　１２時３０分～１６時３０分

千葉県男女共同参画センター（０４－７１４０－８６０５） 千葉県男女共同参画センター（０４３－３０８－３４２１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談　 ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談　電話相談

祝日を除く月～金曜日　１０時～１６時 水曜日　１０時～１５時

いすみ地域活動支援センターレインボー（８２－２２２０） （一社）千葉県労働者福祉協議会（０１２０－５３－４１４１）

ちば南東部地域若者サポートステーション（予約制） 千葉県ひきこもり地域支援センター（ひきこもり相談）　電話相談

祝日を除く火～土曜日　９時３０分～１７時　
若者の就労・自立の支援

祝日を除く月～金曜日　９時３０分～１６時３０分
（第１金曜）１３時～１６時３０分

ちば南東部地域若者サポートステーション
（０４７５－２３－５５１５）

千葉県ひきこもり地域支援センター
（０４３－３０７－３８１２）

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

　
２
月
16
日
に
第
１
回
定
例
会
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
８
議

案
は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
結
果
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合

　
☎
86

－

６
６
０
０

日
時　
５
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮

　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
長
生
特
別
支
援
学
校
（
一
宮

町
東
浪
見
６
７
６
７

－

７
）

内
容　
学
校
概
要
の
説
明
お
よ
び
授

業
や
施
設
設
備
の
見
学

※
参
加
人
数
調
整
の
た
め
、
参
加
希

望
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
長
生
特
別
支
援
学
校

　
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
☎
０
４
７
５

－

42

－

２
４
７
０

　

目
的
別
に
次
の
農
業
講
座
を
開

講
予
定
で
す
。
詳
細
は
夷
隅
農
業

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/ap-

isum
i/index.htm

l

）
の
新
着
情

報
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
夷
隅
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

農
業
後
継
者
、新
規
就
農
者
な
ど
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
農
業
経
営
を

始
め
る
方
々
向
け
の
講
座
で
す
。

農
業
経
営
の
基
本
と
な
る
栽
培
技

術
（
水
稲
や
園
芸
の
基
礎
、土
壌・

肥
料
、
病
害
虫
防
除
）
や
農
業
経

営
の
知
識
・
事
例
を
学
ぶ
３
年
間

の
講
座
で
す
。

②
直
売
農
業
実
践
講
座

「
半
農
半
Ｘ
を
模
索
し
て
い
る
」「
所

有
し
て
い
る
畑
を
使
っ
て
出
荷
ま

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」な
ど「
農

産
物
直
売
所
出
荷
を
主
体
と
し
た

“
小
さ
な
農
業
”」
を
始
め
る
た
め

の
講
座
で
す
。
年
４
回
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
座
学
と
直
売
農

家
へ
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
畑
を
所
有
し
て
い
る
、
も
し
く
は

　
畑
を
所
有
予
定
の
方
を
対
象
と
し

　
て
い
ま
す

開
講
時
期　
５
月
中
旬
を
予
定

申
込
方
法　
事
前
申
し
込
み

　
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
）

問
合
せ　

　
夷
隅
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

　
☎
82

－

２
２
１
３

長
生
特
別
支
援
学
校

前
期
学
校
公
開
の
ご
案
内

夷
隅
農
業
事
務
所
か
ら

農
業
講
座
の
ご
案
内

令
和
８
年
第
１
回
夷
隅
郡

市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
定
例
会
会
議
結
果
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試
験
日
時　
10
月
31
日
㈯

試
験
場
所　

敬
愛
大
学
稲
毛
キ
ャ
ン
パ
ス

（
千
葉
市
稲
毛
区
穴
川
１

－

５

－

21
）

受
験
願
書
配
布
開
始　

５
月
７
日
㈭
か
ら
６
月
３
日
㈬
ま

で
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

お
早
め
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

受
験
願
書
の
提
出
方
法

　

公
益
社
団
法
人 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

願
書
受
付
期
間

　
５
月
７
日
㈭
～
６
月
３
日
㈬

※
期
間
厳
守

問
合
せ

　
公
益
社
団
法
人 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

　
☎
03

－

３
６
６
７

－

１
８
１
５

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

腸
内
細
菌
検
査
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
腸
内
細
菌
検
査

日
時　
毎
月
第
２・３・４
火
曜
日

※
祝
日
、
休
前
日
、
年
末
年
始
の
連

休
前
を
除
く

受
付
時
間　
９
時
～
11
時

場
所　
夷
隅
保
健
所
２
階

対
象
者　
検
査
希
望
者

内
容　
Ｏ

－

１
５
７
検
査・赤
痢
菌・

チ
フ
ス
菌
・
パ
ラ
チ
フ
ス
Ａ
菌
・

そ
の
他
細
菌

検
査
手
数
料

▽
Ｏ

－

１
５
７
検
査

　
１
件　
１
，６
０
０
円

▽
そ
の
他
検
査

　
１
件　
６
０
０
円

◆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

日
時　
毎
月
第
２
木
曜
日
・
第
４
火

　
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　
13
時
～
14
時

会
場　
夷
隅
保
健
所
２
階

対
象
者　
検
査
希
望
者

実
施
内
容　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
、
梅
毒
血
清
検
査
、
淋
菌

病
原
体
検
査
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
病
原

体
検
査
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
（
Ｂ
型
肝

炎
）
検
査
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
（
Ｃ
型

肝
炎
）
検
査

検
査
手
数
料　
無
料

問
合
せ

　
夷
隅
保
健
所

　
（
夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
73

－

０
１
４
５

夷隅保健所からのお知らせ
望まない受動喫煙をなくしましょう

　たばこから直接立ちのぼる煙は、喫煙者が直接吸い込む煙の数倍有害物質が含まれています。
　「受動喫煙」とは、たばこから立ちのぼる煙や、喫煙者が吐き出す煙などに周囲の人がさらされる
ことです。加熱式たばこも受動喫煙の原因になります。
　そのため、学校や医療機関は原則敷地内禁煙、飲食店は原則屋内禁煙です。

法律に基づき、20 歳未満
の人は、大人と一緒でも、
これらの標識がある場所に
は入れません。

　喫煙される方は、できるだけ周囲に人がいない場所で喫煙する、子どもや患者が集まる場所では
特に喫煙を控えるなど、周りの方へのご配慮をお願いします。

問合せ　夷隅保健所（夷隅健康福祉センター）
　　　　地域保健福祉課　☎７３－０１４５

令
和
８
年
度

調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

受
験
者
講
習
会
な
ど
の

ご
案
内

20歳未満の方は
喫煙エリアへ
立ち入り禁止に

詳しくはこちら

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

　
甲
種
、乙
種
全
類（
第
１
～
６
類
）、

丙
種

試
験
日　
６
月
21
日
㈰ 

10
時

会
場　
国
際
武
道
大
学

申
込
方
法

　
書
類
ま
た
は
電
子
申
請

願
書
受
付
期
限　
４
月
20
日
㈪

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

受
付
場
所

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
支
部

HPhttps://w
w
w
.shoubo-

shiken.or.jp/

※
受
験
願
書
は
、
消
防
本
部
お
よ
び

各
消
防
署
・
分
署
に
あ
り
ま
す
。

受
験
者
講
習
会

日
時　
５
月
15
日
㈮

　
　
　
９
時
30
分
～
16
時
45
分

　
　
　
（
受
付
９
時
～
）

会
場

　
東
部
台
文
化
会
館

　
（
茂
原
市
東
部
台
１
丁
目
７

－

15
）

対
象
者

　
乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目
指
し
て

い
る
方
、
危
険
物
関
係
法
令
な
ど

を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
方

受
講
料

　
４
，０
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

テ
キ
ス
ト

危
険
物
取
扱
必
携
「
法
令
編
」　

１
，５
４
０
円

危
険
物
取
扱
必
携
「
実
務
編
」

１
，５
４
０
円

例
題
集
「
乙
種
第
四
類
」

１
，８
７
０
円

※
当
日
会
場
に
て
販
売
し
ま
す
が
、

消
防
本
部
で
事
前
に
購
入
で
き

ま
す
。

問
合
せ　
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部 

予
防
課

　
☎
80

－

０
１
３
２

○ぼちぼちいこか　　　○円卓
○日本語えとせとら　　○ The manzai
○方言なぞなぞあそび　○どこいったん
○ごろはちだいみょうじん
○おらおらでひとりいぐも
○おもしろ国語ゼミナール 4
○あなたの日本語だいじょうぶ？
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図書館
からの

コレ読んで！コレ読んで！
コレも読んで！

『東京のきつねが大阪でたぬ
きにばける　誤解されやす
い方言小辞典』

　普段何気なく使う言葉が、他の地
域に行くと伝わらない経験がある方
もいるのではないでしょうか。国内
なのに言葉が上手く通じていないと
感じたら、それは地域独特の「気づ
かない方言」かもしれません。本書
は、共通語と同形だけど、地域ごと
に全く違った意味で使われる言葉が
五十音順に紹介されています。方言
の面白さに気付ける一冊です。

○ぼちぼちいこか　　　○円卓
○日本語えとせとら　　○ The manzai
○方言なぞなぞあそび　○どこいったん
○ごろはちだいみょうじん
○おらおらでひとりいぐも
○おもしろ国語ゼミナール 4
○あなたの日本語だいじょうぶ？

篠崎晃一／著
三省堂

豊浜小学校　閉校式

五
つ
の
時
代
を
紡
い
だ
物
語
に
終
止
符

エ
メ
ラ
ル
ド
タ
イ
ム
―
―
最
後
の
輝
き

総野小学校　閉校式 興津小学校　閉校式

©︎田中亜弥

　

閉
校
が
決
ま
っ
て
い
た
３
つ
の
小
学
校

が
、
最
後
の
務
め
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
、
興
津
・
豊
浜
・
総
野
の
３
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
最
後
の
卒
業
生
が
母

校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
背
中
を
見
送
っ
た
学
び
舎
は
、
誇

ら
し
く
も
、
程
な
く
訪
れ
る
「
も
う
一
つ

の
別
れ
」
を
控
え
て
い
る
か
ら
か
、
い
さ

さ
か
も
の
悲
し
く
も
映
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
校
は
い
ず
れ
も
明
治
時
代
に
創
立
さ

れ
、
興
津
小
は
１
５
２
年
、
豊
浜
小
は

１
１
７
年
、
総
野
小
は
１
２
４
年
の
歴
史

を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
明
治
、大
正
、昭
和
、

平
成
、
そ
し
て
令
和
―
―
五
つ
の
時
代
を

ま
た
い
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び

舎
と
し
て
の
役
割
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

そ
の
長
い
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
、
卒
業

し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
や
が
て
人
の
親
と

な
り
、
母
校
に
子
を
通
わ
せ
る
―
―
あ
る

い
は
、
教
鞭
を
と
る
教
師
の
姿
に
憧
れ
た

子
ど
も
が
、
十
数
年
後
、
母
校
に
教
師
と

し
て
戻
っ
て
く
る
―
―
そ
う
し
た
サ
イ
ク

ル
も
地
域
の
宝
物
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
悠
久
に
続
く
と
さ
え

思
わ
れ
た
そ
れ
も
、
時
代
の
流
れ
に
は
抗あ
ら
が

え
ず
、
途
絶
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
か
ら
数
日
、
３
校
に
児
童
、
教

職
員
、
幾
多
の
卒
業
生
や
地
域
の
人
々
が

集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
閉
校
式
。

　

そ
の
中
の
一
場
面
―
―
式
典
後
の
雑
踏

の
中
に
聞
こ
え
た
、
誰
か
が
震
え
る
声
で

口
に
し
た
つ
ぶ
や
き
―
―

　
「
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る

の
が
、
何
よ
り
も
寂
し
い
」

　

そ
の
言
葉
に
同
調
す
る
よ
う
に
、
無
言

で
う
な
ず
い
た
周
囲
の
人
々
―
―

　

３
校
は
、
多
く
の
人
々
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
、
夕
闇
迫
る
海
―
―

　

鉛
な
ま
り

色
を
し
た
分
厚
い
雲
の
帳と
ば
りが
、
空
を

低
く
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
航
海
は
、
遙

か
昔
、
星
々
を
頼
り
に
夜
の
海
を
征ゆ

く
船

乗
り
た
ち
に
、
計
り
知
れ
な
い
不
安
を
抱

か
せ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
時
代
を
経
て
、
世
界
各
地
に

建
設
さ
れ
て
き
た
灯
台
。

　
漆
黒
の
闇
の
中
に
輝
く
そ
の
光
は
「
地

上
の
星
」
と
し
て
、
数あ

ま
た多

の
船
乗
り
た
ち

の
道み

ち
し
る
べ標と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ひ
ら
め
き
ヶ
丘
の
突
端
に
そ
び
え
立
つ

勝
浦
灯
台
も
、
大
正
６
年
か
ら
１
０
９
年

間
に
渡
り
、
そ
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い

ま
す
。

　

そ
の
間
、
２
度
の
世
界
大
戦
、
２
度
の

大
震
災
、
そ
し
て
、
幾
多
の
気
象
災
害
を

経
て
も
な
お
、
凛り

ん

と
し
て
独
り
佇た
た
ずむ

白
亜

の
灯
台
は
、
こ
の
夜
〝
ひ
と
つ
の
最
後
〟

を
迎
え
ま
し
た
―
―

勝
浦
灯
台
の
目
覚
め

　
こ
れ
ま
で
勝
浦
灯
台
で
は
メ
タ
ル
ハ
ラ

イ
ド
ラ
ン
プ
と
い
う
電
球
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
電
球
は
、
点
灯
す
る
際
、
ほ
ん
の

い
っ
と
き
、
淡
く
美
し
い
緑
色
に
発
光
す

る
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　
水
平
線
か
ら
姿
を
の
ぞ
か
せ
た
朝
日
が
、

わ
ず
か
な
時
間
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
を
発

す
る
よ
う
に
、
夜
の
気
配
に
目
覚
め
た
勝

浦
灯
台
が
、
本
来
の
白
色
の
光
を
放
つ
前

の
ほ
ん
の
数
分
、
薄
暮
の
空
を
背
景
に
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
光
を
発
し
て
い
た

こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
幻
想
的
な
現
象
が
見
ら
れ
る
時
間

帯
は
、
俗
に
「
エ
メ
ラ
ル
ド
タ
イ
ム
」
と

呼
ば
れ
、
世
の
灯
台
フ
ァ
ン
た
ち
を
魅
了

し
て
き
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
中
に
〝
消
え
ゆ
く
燈

と
も
し
び〟

　
そ
う
し
た
中
、
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン

プ
の
国
内
生
産
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

L
E
D
化
が
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
の
夜
を
最
後
に
、
古
き
良
き
時

代
か
ら
の
情
緒
が
ひ
と
つ
、
時
の
流
れ
の

中
に
消
え
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

勝
浦
灯
台
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
ら
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
続
け
ま
す
。



市
短
歌
会

渇
水
の
河
原
横
切
る
イ
タ
チ
あ
り

　
今
日
は
野
ネ
ズ
ミ
狩
り
し
か
と
問
う

那
須
真
治

競
技
ご
と
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
を
鼓
舞
を
す
る

　
若
き
力
は
前
途
洋
々

大
槻
晏
子

ひ
な
祭
全
国
か
ら
の
支
援
受
け

　
孫
達
立
ち
寄
る
キ
ャ
ン
プ
の
後
に

藤
江
あ
け
み

投
票
所
出
づ
れ
ば
さ
く
ら
八
分
咲
き

　
中な

か
ぞ
ら天

の
雲
鈍に

び
い
ろ色

を
な
す

遠
藤
久
子

亡
夫
植
え
し
侘
助
の
名
を
思
い
だ
す

　
如
月
の
空
に
今
は
じ
け
を
り

岩
崎
千
恵

今
日
の
日
は
何
か
良
き
事
あ
り
そ
う
な

　
お
茶
を
供
え
ば
良
き
香
の
立
ち
て黒

沼
令
子

や
や
強
き
匂
う
キ
ュ
ウ
リ
の
糠
漬
け
を

　
腕
ま
く
り
し
て
夫
テ
ー
ブ
ル
に

渡
辺
洋
子

大
玉
の
キ
ン
カ
ン
片
手
に
三
つ
四
つ

　
コ
タ
ツ
に
入
る
は
今
日
の
幸
せ小

沢
き
み
枝

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
曾
孫
三
人
帰
り
た
り

　
大
中
小
の
手
の
柔
ら
か
き

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

幾
年
を
佇
ず
み
来
し
や
常
磐
木
の

　
朱
鷺
色
か
ざ
り
手
を
か
ざ
し
見
ぬ梅

園
妙
子

花
だ
よ
り
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
南
か
ら

　
毎
年
の
こ
と
と
て
待
ち
遠
し

田
仲
久
子

タ
ン
ポ
ポ
は
花
閉
ざ
し
た
り
病
棟
の

　
間あ

わ
いの

夕
べ
家
恋
し
け
り

小
林
秀
子

初
孫
は
震
災
の
日
に
産
声
を

　
十と

き
五
年
過
ぎ
晴
れ
て
高
校
生
に西

川
八
重
子

ハ
ー
ン
さ
ん
異
国
の
文
化
自
然
を
愛
お
し
む

　
明
治
の
五
感
に
今
感
動
す

刈
込
勝
子

は
に
か
み
て
新
制
服
の
孫こ娘
は
進
む

　
そ
れ
ぞ
れ
の
道
光
背
を
お
す

伊
達
ひ
ろ
み

孫
子
ら
の
道
筋
よ
う
や
く
定
ま
り
て

　
安
堵
の
心
で
八
十
路
歩
み
ぬ

太
田
幸
子

※
お
願
い　
誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
５
月
８
日
号
は
４
月
20
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市民のうごき〔２月末現在〕
（ 　）内は前月比
■人口
　○男
　○女

１４，７０２
７，３４３
７，３５９

人（５６減）
人（２７減）
人（２９減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３７
６２

２
２９

０
４
０

人
人
人
人
人
人
人

■７，９０９世帯 （３５減）

交通事故件数〔２月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　４５件
○人身事故…　　２件
　　死者数：　　１人
　　傷者数：　　１人
○物損事故…　４３件

消防署の出動〔２月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４

（　 ）内は消防団の出動
■火災：　　　４件（３）
■救急：　　７４件

ご み 処理状況〔１月〕　（   ）内は前年同月比

　■ 当 月 分 処 理 量： 
当年度累計     

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ： 

537.834t（16.40% 減）
4,692.388t
0t（−）
87.111t（2.24% 増）

刑法犯認知件数
千葉県警察のホームページで
公表しています。
二次元コードよりご確認ください。

※定期修繕工事により焼却停止中

ほ
ほ
え
み
つ
つ
痩
身
に
ゆ
く
議
事
堂
の

　
廊
に
沈
ま
ん
政ま

つ
りの
足あ

の
と音

蕗
の
と
う

芽
吹
波
寄
り
添
ふ
齢
豊
の
浜

　
穏
や
か
に
記
す
墓
散
息
し
て

君
塚
信
人

市
俳
句
会

荒
海
も
海
の
美
で
あ
り
真
砂
女
の
忌

酒
井
良
司

単
線
路
茅
花
の
波
は
ど
こ
ま
で
も

関
野
汀
華

　
打
つ
波
の
色
に
も
兆
す
春

田
邉
観
潮

俳
句
（
一
般
）

封
書
裏
に
追
伸
あ
り
て
暖
か
し

江
澤
茂
子

閉
校
式
十
五
人
の
瞳
風
光
る

岡
村
朋
子

石
段
に
座
り
て
語
る
日
永
か
な

野
上
草
風

立
春
の
波
に
足
元
す
く
わ
れ
し

江
澤
光
惠

早
立
ち
や
遍
路
の
宿
の
し
の
び
足

仲
谷
敏
夫

春
の
陽ひ

に
笑
顔
も
靴く
つ
も
輝か
が
やい
て

藤
枝
悦
子
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